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５．科学創造コース２年生の実践 

継続研究 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 本研究活動は、高校 2 年次の科学創造の時間において、生徒が 1 年間をかけて各自が設定し

たテーマに取り組むものです。この活動の目的は、生徒が自ら課題を発見し、調査・分析・考

察を通じて論理的思考力や問題解決能力を身につけることです。研究のプロセスを通じて、情

報収集の手法やデータ分析の技術を習得し、最終的に自らの成果を適切に伝えるプレゼンテー

ション能力の向上を目指しました。 

 生徒たちは、自身の興味・関心に基づいてテーマを設定し、探究を進めました。「Free-to-play

ゲームの課金による勝敗への影響」「日焼けを短縮する食べ物は本当に効果があるのか？」「難

病患者とのコミュニケーション」「降水量とセミの個体数の関係」「運動習慣と睡眠の質の相関

について」など、ユニークなテーマが多く選ばれたことが特徴的でした。こうした個別のテー

マに基づく探究活動は、単なる知識の習得にとどまらず、今後の学習やキャリア形成において

も主体的に考え行動する力を養う機会となりました。 

 

＜実施内容＞ 

 研究活動は、以下のプロセスで進められました。①まず、各自が興味を持つテーマを設定し、

先行研究の調査を行いました。学術論文や書籍、インターネット上の情報を活用しながら、研

究の背景を整理しました。②次に、研究計画を立案し、具体的な調査方法を決定しました。実

験を伴う研究では、対象者を選定し、データを収集するプロセスを慎重に設計しました。  

 例えば、「運動習慣と睡眠の質の相関について」の研究では、一定期間にわたり被験者の運動

状況と睡眠の質をスマホアプリを活用して記録し、統計的分析を行った。また、「Free-to-play

ゲームの課金による勝敗への影響」の研究では、実際のゲームプレイデータを収集し、課金の

有無による勝率の変化を分析しました。 

 これらの研究成果は、静岡大学で 11 月に開催された「探究情報コンテスト」に出展し、外部

の専門家や大学生からアドバイスを受ける機会を得ました。そこで得た助言をもとに、データ

の精度向上や考察の深掘りを行い、より完成度の高い研究へと発展させました。その後、年度

末の 2 月から 3 月にかけて、最終報告会においてポスターおよびスライドを用いた発表を実施

しました。 

 

＜成果の検証＞ 

 本研究活動を通じて、生徒たちは主体的に情報収集を行い、データを分析する力を身につけ

ました。研究の初期段階では、テーマ設定や調査手法の確立に苦戦する場面もありましたが、

外部からの助言を受けながら課題を修正し、より精度の高い成果を導き出すことができました。 

 「探究情報コンテスト」に参加したことで、外部の視点を取り入れる重要性を認識し、論理

的な考察の深化が図られたと思われます。例えば、「降水量とセミの個体数の関係」の研究では、

気象データと生物観察の記録を比較する中で、データのばらつきに関する指摘を受けていまし

た。これを踏まえ、データの補正を行うことで、より説得力のある結論を導くことができまし

た。 

 また、最終報告会では、研究内容を効果的に伝えるために、ポスターやスライドの構成を工
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夫し、聴衆の関心を引くプレゼンテーションを実践しました。これにより、伝える力や論理的

な説明能力が向上し、今後の学習や進路選択にも大きな影響を与えることが期待されます。  

 

＜今後の展開＞ 

 次年度以降、本活動をさらに発展させるために、外部機関との連携を強化し、研究内容をよ

り学術的な視点で深める機会を増やすことが望ましいと考えます。また、生徒同士が相互にフ

ィードバックを行う場を設けることで、研究の質を高める工夫が必要です。  

 

   

▲コンテストの様子１ ▲コンテストの様子 2 ▲コンテストの様子 3 

   

▲コンテストの様子 4 ▲コンテストの様子 5 ▲コンテストの様子 6 
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ET ロボコン 

＜カリキュラム上の位置付けと目的＞ 

 ET ロボコンは、組み込み技術を学ぶエンジニア育成を目的としたロボットコンテストで

す。本校では、ソフトウェア開発のプロセスやプロジェクト・マネジメントの実践的学習を

目的に参加しました。 

 本大会では、UML（Universal Modeling Language）を用いたモデル設計が重視されます。

これにより、生徒は論理的思考力や課題解決能力を向上させることができます。また、本プ

ロジェクトは、「情報Ⅱ」の学習指導要領にも適合し、システム設計やプログラム制作の理解

を深める機会となります。実際の競技を通して、自身の設計がどのように機能するかを確認

できるため、理論と実践を結び付けた学びを得ることができます。 

 

＜実施内容＞ 

 本校からは普通科科学創造コース２年生の希望者３名が、エントリークラスとプライマリ

ークラスに参加しました。１年次に「情報 I」で Python を学んだ経験があるものの、本格的

な開発は初めての取り組みでした。 

 ５月中旬に活動を開始し、毎週火曜日に技術教育プログラムを受講しました。シミュレー

タを用いた走行制御、センサーを活用した設計、UML モデリングツール astah*（アスター）

を使用して UML によるモデリングを学習しました。C++言語の基本的な文法についても補習を

行い、より高度なソフトウェア設計に対応できるよう準備を進めました。７月からは PBL 的

学習を導入し、試走会や本番大会に向けた準備を進めました。 

 試走会ではソフトウェアの設計改善を重ね、９月にはプライマリークラスの試走会に参加

しました。実機を使用することで、シミュレーション環境との違いを体験し、環境変動に対

応する設計の重要性を学びました。特に、外部環境の変化がセンサーの値に影響を与えるこ

とを理解し、それを克服するための工夫を凝らしました。10 月の大会では受賞には至りませ

んでしたが、想定通りの走行を実現し、提出したモデルに対するフィードバックを得ること

ができました。 

 

▲プログラミングを行う様子  

 

▲ET ロボコン大会参加の様子  
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＜振り返りと成果の検証＞ 

 本大会を通じて、生徒はソフトウェア開発や設計の実践的なスキルを身につけ、技術的な

理解を深めることができました。特に UML を活用した思考整理の重要性を実感し、設計段階

での計画の精度が競技の結果に大きな影響を与えることを学びました。試走会や大会では、

環境変動を考慮した設計の必要性を学び、同じ機体でもソフトウェアの違いによって性能が

大きく変わることを体験しました。 

 大会後は次年度の技術開発と新入生の勧誘に取り組んでいます。技術開発では、 UML を活用

するモデリング部門と環境適応型ソフトウェアを開発するソフトウェア開発部門に分かれ、

それぞれ成果発表を目指しています。モデリング部門では、ゲームの設計を通じて UML の実

践的な活用方法を研究し、ソフトウェア開発部門では、環境に左右されない自己位置推定技

術を活用したロボット制御の研究を行っています。 

 また、科学情報演習の授業において科学情報コースの１年生に対して競技の紹介を行い、

来年度以降の活動継続を促しました。外部発表にも挑戦する予定であり、５月に開催される

システム制御情報学会への参加を計画しています。これにより、より専門的なフィードバッ

クを受け、技術のさらなる向上を図る予定です。 

 ET ロボコンを通じて、生徒は実践的な学習機会を得て、今後の学習やキャリア形成に役立

つ貴重な経験を積むことができました。次年度はより高い目標を設定し、さらなる技術向上

を目指します。 

 

 

▲大会に参加している様子  

 

▲UML を使用してかかれた図  
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６．学年をまたいだ実践 

科学情報コース１年生・科学創造コース２年生「鳥と電信柱」に着目した科学研究のサイクル 

＜活動のポイント＞ 

①生徒の主体性を尊重した科学研究の流れを体験する。 

②身近な自然をテーマとした、課題発見および解決能力を育てる。 

③ポスター発表を通して、科学的なものの見方・考え方を養い、コミュニケーション能力を高

める。 

＜活動の狙い＞ 

研究の共通テーマである「鳥と電信柱」は、三上修著「電柱鳥類学: スズメはどこに止まっ

てる?」（岩波科学ライブラリー）を参考としています。身近なテーマで自ら心のうちから発し

た不思議をエネルギー源として、活動に邁進してほしいと考えています。電信柱は身の回りに

ありふれていますが、100 年前にはなかったものであるし 100 年後にも存在しないかもしれま

せん。そのため、電信柱という現代にしか存在しないものを対象として鳥の調査を行うことに

は意味があります。 

＜実践紹介＞ 

本活動で、「電信柱と鳥」に着目したのは、調査活動を学校への登下校時に行うことがで

き、特別な道具を必要としない点です。本来、科学研究というものは高価な実験器具や特別

な場所でなくてもできる、ということを体験させたいからです。本活動の実践では、生徒へ

向けて活動推進力を育成するために、次の３つの仕掛けを作りました。１つめの仕掛けは、

不思議に気付く着眼点の育成です。「不思議に気付くこと」ができるように、電線にモズが止

まった１枚の写真を見せて考えさせました。このとき、①批判をしない、②自由奔放、③質

より量の３点を意識させて、多くのアイディアを出させました。その後、各生徒のアイディ

アを発表させ、全体で共有した。２つめの仕掛けは、自らの気付きによる不思議（仮説）に

基づく活動です。「マツタケはどうして高価になったのか」について自分なりの仮説を立てさ

せました。３つめの仕掛けは、一人１枚のポスターを作成することです。データ解析やポス

ター作成では教え合い、協働作業ができますが、最終的には自分自身でポスターを作成する

という意識を持たせました。完成したポスターは A0 サイズに出力し、ポスター交流会を行い

ました。他学年の生徒も交流に参加したことにより、より多くの意見をもらうことができま

した。交流会後、生徒は相互評価を行いました。 

＜振り返りと成果の検証＞ 

全体の活動テーマは、「電信柱と鳥」という限定されたテーマ

であっても、生徒は各自の不思議（仮説）に基づいた活動を推

進しました。研究テーマは多様で、活動時間はどれだけ多くて

も十分なことはありませんでした。生徒により活動の進展具

合、天気の影響でデータが得られない、パソコンの技量などに

大きな差がみられました。そのため、一人の教員が同時進行で

多様な場面に対応する必要があり困難が生じましたが、パソコ

ンの技量に長けた生徒が３人いたことで助けられました。さら

に、A0 サイズのポスターが出来上がった時には、多くの生徒が

やりがいを実感できていたようです。 

 

▲作成したポスター例  
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文化祭（地域創造コース） 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

本年度の文化祭は、１年生から３年生までの地域創造コースの生徒全員が参加し、2 年生が

中心となって企画・運営を行いました。本活動は、地域創造コースの授業である「地域創造演

習」および「地域創造概論」の一環として実施されました。 

また、この活動は単なる文化祭の開催にとどまらず、生徒たちの企画運営能力やチームワー

クを養う貴重な機会でもありました。生徒が主体的にテーマを決定し、調査・企画・実行まで

を一貫して行うことで、実践的な問題解決能力を育成しました。特に、各チームが問題に直面

した際に協力して解決策を見出す過程では、チームワークの重要性を強く実感したと同時に、

問題解決に向けた柔軟な思考を身につけることができました。 

さらに、文化祭の運営を通じて、生徒たちは発信力や表現力の向上にも取り組みました。自

分たちのアイディアや意見を実際のイベントで発信し、それをどのように表現して伝えるかを

考える中で、コミュニケーション能力が飛躍的に向上しました。この経験が、今後の地域活動

や社会参加に役立つ重要なスキルとなることが期待されます。 

 

＜実施内容＞ 

文化祭のテーマは「懐かしのアニメ」とし、親世代をターゲットにした内容を企画しました。

１月から準備を開始し、２年生が中心となってアンケートを実施し、人気のアニメ作品をリサ

ーチしました。その結果、日本のアニメが世界的にも文化として認められている点を活かし、

特に親世代に馴染みのあるアニメを取り上げることとしました。 

アニメのジャンルを「スポーツもの」「ジャンプ系」「藤子不二雄作品」「魔法少女系」「変身

系」の５つに分け、それぞれの特徴や代表作品を調査しました。 

アニメに関連した小物や衣装を手作りし、会場の装飾を担当しました。また、アニメ作品に

合わせたバックボードを作成し、映像として流れる CM も自ら制作して、会場全体に視覚的な魅

力を加えました。さらに、アニメの主題歌に合わせたダンスパフォーマンスを準備し、来場者

と一緒に盛り上がる時間をつくりました。このように、生徒たちはそれぞれの得意分野を活か

し、一丸となって文化祭を成功に導くのが本コースの文化祭の特徴です。 

   

▲文化祭準備の様子  ▲文化祭準備の様子  ▲ダンスパフォーマンス練習の様子  

 

＜成果の検証＞ 

文化祭当日は、多くの来場者に恵まれ、特に親世代の方々から「懐かしい」「昔を思い出した」

といった感想を多くいただきました。来場者の中には、アニメの思い出に感動し、涙を流して

いる方も見受けられました。文化祭終了後には、生徒たちもその感動を胸に涙を流している姿
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があり、彼らにとっても大きな意味を持つイベントとなったことが伺えました。このような感

動的な経験を通じて、生徒たちは企画立案や運営に必要なスキルを実践的に学ぶことができま

した。 

特に、予期せぬ問題が発生した際には、その場で迅速に対応する力や、他者と協力して課題

を解決する重要性を実感する貴重な機会となり、自己の成長を感じることができたようです。

また、この活動を通じて、チームワークや責任感が養われ、今後の活動においても活かせる実

践的なスキルを得ることができたと感じています。 

 

 

 

 

 

▲当日のパフォーマンスの様子  

 

＜振り返りシートからみる生徒の成長＞ 

文化祭後、生徒たちが記入した振り返りシートを通じて、生徒の成長をより具体的に感じる

ことができました。多くの生徒が、イベントの企画や運営を通じて得た経験が、自分にとって

大きな学びになったと感じており、その中でも特に「チームワークの重要性」や「問題解決能

力の向上」を挙げている生徒が多く見受けられました。 

例えば、一部の生徒は、最初は役割分担に対して不安を感じていたものの、イベント中に予

想外の問題が発生した際、メンバーと協力しながら迅速に解決策を見出せたことで、自信を深

めたと書いています。  

また、「お互いの意見を尊重し、協力し合うことの大切さを実感した」という感想もあり、コ

ミュニケーション能力や柔軟な対応力が身についたことが伺えました。 

振り返りシートには、文化祭に向けて取り組んだ作業や役割分担に対して「達成感を感じた」

と記入する生徒が多かった一方で、反省点も率直に書かれており、今後の改善点に繋がる貴重

なフィードバックとなっています。これらの反省点を踏まえ、次回に向けた課題として、より

スムーズなコミュニケーションを図る方法や、準備段階での役割分担の見直しが必要だという

意見もあり、次回以降に生かすべき具体的な改善策が見えてきました。次のページは、生徒の

振り返りシートからの抜粋です。 
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〈文化祭振り返りシート一部抜粋〉 

 

 

 

 

 

▲生徒 A の振り返り自由記述  

 

▲生徒 B の振り返り自由記述  

 

▲生徒 C の振り返り自由記述  

 

 

▲生徒 D の振り返り自由記述  

 

 

 

▲生徒 E の振り返り自由記述  
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＜生徒が作成した資料＞ 

 

▲文化祭内容説明資料  

 

▲役割分担表  
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文化祭（科学情報コース） 

＜カリキュラム上の位置付けと目的＞ 

 本活動は、６月に行われる文化祭における生徒主体の探究学習として位置付けられ、科学的

思考力やプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力の向上を目的としています。特に、

１年生と２年生が協働することで、学年を超えたチームワークの醸成が図られました。２年生

はワークショップの企画・運営を担当し、主体的にアイディアを考案・提案し、プロジェクト

を運営する力を養いました。１年生はサイエンスショーの運営に関わることで、科学実験の実

演や説明を通じて、論理的思考力やプレゼンテーション能力を高める機会となりました。  

本活動を通じて、科学への興味を広げるとともに、実験の楽しさを来場者に伝えることを目

的としています。生徒たちは、単なる知識の伝達ではなく、観客の興味を引く工夫や、分かり

やすい説明の技術を習得し、今後の学習や活動においてプレゼンテーション能力や協働する力

を活かすことが期待されます。 

 

＜実施内容＞ 

 本活動は、ワークショップ・サイエンスショーの企画・準備と、文化祭当日の運営を行い、

５月からプロジェクトを開始しました。 

ワークショップの準備においては、科学創造コースの２年生が「科学に親しみやすい内容」

を考え、複数のアイディアを発案しました。各アイディアは、１・２年生全員の前でプレゼン

テーションを行い、投票によってワークショップ内容を決定しました。その後、具体的な準備

に取りかかり、必要な実験器具や材料の調達、手順の確認、参加者向けの説明資料の作成など

を行いました。 

ワークショップは、「紫キャベツ溶液を使った色が変化する絵の具でお絵描き」「砂鉄を入れた

スライムで動くスライムづくり」「ミニ凧を作りと凧揚げコンテスト」「プラ板で３ D ホログラ

ム作り」「ミニパラシュート作り」「割り箸を使った工作」の６種類を実施しました。来場者に

気軽に参加してもらえるように 10 分前後の短時間で参加できるような構成を考え、細かく事

前準備を行ないました。また、作成したものを持ち帰ってもらうだけでなく、家庭で実験や工

作ができるように子どもにもわかりやすい内容を心掛け、説明資料を作成しました。  

 サイエンスショーは、１年生が司会を行い、１日２公演計４公演を行いました。サイエンス

ショーでは、「振り子の実験（ペンデュラムウェーブ）」「自転車の車輪を使ったジャイロ効果」

「巨大シャボン玉の中に入ってみよう」という３つの実験を披露しました。大掛かりな装置を

作成するため、材料や作り方にも工夫をこらし、予算内で実験装置を作ることに苦心する場面

も見られました。 

各実験については、事前に十分なリハーサルを行った上で、観客の前で実演を行いました。

生徒たちは、科学的原理を分かりやすく伝えるための説明方法を考え、実験の進行をスムーズ

に行うための練習を重ねました。 
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＜成果の検証＞ 

 本活動を通じて、生徒たちは科学的な知識を深めるとともに、伝える力や協働する力を高め

ることができました。また、日頃のコースでの活動を知ってもらう広報的な側面もあり、生徒

が来場者に日頃の学びについて説明する姿も見られました。ワークショップでは、多くの来場

者が参加し、特に小学生や保護者から「楽しく学ぶことができた」「作り方が分かりやすかった」

「家に帰ってやってみたい」などの声をいただく事ができました。また、実験に関して質問を

する来場者も多く、生徒たちはそれに適切に応答できるように実験の原理をより深く理解する

必要があり、一人ひとりが理解を深める機会となりました。 

 サイエンスショーでは、観客の興味を引く演出や実験のタイミングを工夫することで、効果

的なプレゼンテーションの手法を学ぶことができました。観客からは実験が成功すると歓声が

あがり、生徒にとって大変励みとなっていました。実施後には、生徒たちから「どのように見

せるとより興味を持ってもらえるのかを考えた上で、改善して実験を見せることができた」「実

験の仕組みを説明することで、自分自身の理解も深まった」といった感想が聞かれました。  

 次年度以降も、今回の成果を活かし、より発展的な内容のワークショップやサイエンスショ

ーを企画することが期待されます。また、準備や当日の運営における段取りやチーム内の役割

分担をさらに工夫することで、より円滑な活動が可能となると考えています。  

 

 

▲ワークショップの内容をプレゼンする様子  

 

▲ワークショップの来場者に作り方を教える様子  

 

▲サイエンスショーで巨大シャボン玉を作る様子  

 

▲サイエンスショーで振り子の実験を見せる様子  
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７．その他の実践 

修学旅行の改善（種子島観光プロジェクト） 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

２年次に行う修学旅行の探究的なプログラムへの改善は、本研究の大きなテーマでした。これ

まで熊本県で地域活性化の取組についてフィールド調査を行い調査レポート作成する取り組

みや、地元で行っていたポスター制作プロジェクトを訪問先で実施してきました。こうした修

学旅行の取り組みを発展させるため、令和４年度より種子島での修学旅行実施の可能性を調査

してきました。地域内の移動時間・文化的特徴・農業や工業などの固有の産業などを調査し、

島という閉鎖環境が探究的な活動を行うことの有効性を実感しました。昨年度は、修学旅行で

行ったポスターと動画制作の様子がテレビや新聞などの報道で取り上げられ、取り組みに注目

して頂けました。本年度も、高校 2 年生が様々な体験や調査活動を通じて、「観光が地域にもた

らすメリットとデメリットについて考察する」という課題に生徒それぞれが向き合う事を目指

しました。特に、調査した結果を基に考察することを重視し、課題の設定を行いました。さら

に昨年に引き続き地域の映像コンテンツとしてポスターを制作する活動を発展させて、観光 PR

動画も制作するプロジェクトも並行しました。 

 

＜実施内容＞ 

11 月 18 日から 22 日にかけての５日間、鹿児島県種子島での実施となりました。エコツーリ

ズム・アグリツーリズム・フードツーリズム・コンテンツツーリズムの各視点で、体験型のプ

ログラムを実施しました。この際、事前に現地の方々との打ち合わせを実施し「①事前に生徒

に説明しすぎない、②現地で生徒に観察・考える・気づく時間を与える、③生徒からの質問に

対応していただく」の３点に配慮いただき、余裕のある行程を代理店とともに計画しました。

農業の六次産業化やブランド化や観光政策としてどのような PR をしているかについて、訪れ

る先々で熱心に現地の方々へヒヤリング調査を行っていました。夕食を自由食に設定したこと

で、より現地の方々との交流やヒヤリング調査の機会が増えました。 

また、修学旅行期間後半の２日間をかけて行われた現地で観光 PR コンテンツを制作するプ

ロジェクトには７名の生徒が参加しました。事前に学校でどのようなコンセプトで観光 PR が

行われているのか調査しましたが、実際に現地で過ごした感覚を大切にする方向性を採用しま

した。行程の中で出会う方々と交流する中で、観光地や名産ではない日々の生活の大切さに気

づくことができました。こうした感覚を表現しようと「島での生活でもそこに暮らす人たちの

数だけ思い出や青春がある」というコンセプトを定めまし。撮影は２日間かけて島内中部を丁

寧にフィールドワークし、2000 枚に近いカットを撮影しました。学校に戻った後、撮影した中

から候補を選びロゴ・コピーライト・画像補正と印刷を経て、５枚のポスターと動画２本が完

成しました。完成したポスターと生徒の調査レポートは現地の役場の方に共有し、今後の観光

PR に活用していただくことになりました。 

 

＜成果と検証＞ 

 修学旅行を「探究的な学びの場」に変える教育旅行への回帰は、探究創造科ならではの修学

旅行実施に向けた大きな課題でした。事前に現地を訪問して関係作りや現地調査を行うコーデ

ィネーターとしての活動、コンテンツ制作ではプロジェクトの実行者、完成後は地域行政と繋
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ぐコーディネーターとして、様々な立ち位置での活動が求められました。修学旅行という限ら

れた時間の中で活動するという制約を「アイディアソン形式のプロジェクト実行の機会」とと

らえ、探究型プロジェクトの実施に取り組みました。このプロジェクトは本校で実施している

ポスターや動画制作を基本としており、自分たちの地域で培った地域の魅力を捉える視点を他

県でも実践することで、表現の手法や効果について客観的に検証することができました。活動

を通じて、現地で活動して終わりではなく、自校に戻ったあともポスター・動画制作やレポー

ト作成、そして成果を現地と共有するという、修学旅行後も関係性が続いていきました。自校

での制作活動中でも生徒が現地での想い出を語る姿が見られ、修学旅行後も持続する関係人口

の構築に繋がったと実感できました。 

 

  

▲ポスター制作の様子  ▲制作途中のポスター画像  

 

  

▲生徒が作成したレポート  ※一部抜粋して掲載  
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８．活動と進路 

地域創造コース 

地域創造コースの３年次はキャリア形成のための学年と位置付けています。これまでの活動

で得た経験や関心を通じて自らの進路を探究し、培ったスキルを基に進路実現を目指すよう指

導していきました。 

＜志望進路の傾向＞ 

昨年および一昨年同様、今年度も生徒らが志望する学部の系統は多岐にわたりました。（グ 

ラフ１参照）今年度の傾向としては以下の 2 点が挙げられます。 

（１）地域政策、社会学系統の志望者が多数 

 「地域政策」「地域創造」などの名を冠する学部や、「まちづくり」「観光」などのアプロー

チで地域に関わることを目指す学部、「社会学」などの分野において地域課題を探究する学部

等、地域に関わる学びを目指す学部への志望者が多くいました。 

 上記の要因としては、「地域」をキーワードとした地域創造コースにおける学びや活動を、

進学先においてさらに深めていきたいという生徒のニーズが反映されているものと考えて

います。 

（２）教育系統の志望者が最多 

 前年度は「地域政策、社会学」以外に「経営、経済、商」系統の志望者が多数を占めてい

ました。一方今年は、「幼児教育」「保育」「初等教育」「教育学」などといった教育分野への

志望者が最も多数を占めました。 

 上記の要因としては、コースにおける活動が従来型の座学を中心としたカリキュラムと異

なる“新たな学び”の形を目指したものであり、それらに刺激を受けた生徒らが教育の分野

を志望するようになっていったことが考えられます。 

 

＜入試方式の傾向＞ 

地域創造コースにおける PBL 中心のカリキュラムは、具体的な活動実績や面接・プレゼンテ

ーションの試験が必要となる総合型選抜および学校推薦型選抜と相性が良いです。 1 期生の頃

から、地域創造コースでは総合型選抜および学校推薦型選抜を第 1 志望として入試に臨む生徒

が多数でしたが、今年もその傾向は変わりませんでした。（表１参照） 

 

グラフ１  第 1 志望の学部系統  

 

表１  第 1 志望の入試方式  

入 試 形 態 人 数 

一 般 選 抜 4 

総 合 型 選 抜 21 

学 校 推 薦 型 選 抜 

（ 公 募 、 指 定 校 ） 
6 
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＜地域創造コースでの学びと進路実現＞ 

地域創造コースにおける PBL 中心のカリキュラムが進路実現にどう影響しているか、生徒に

対してアンケートを行いました。その結果、１期生や２期生同様、「課題設定」「他者との協働」

「実行力」「論理的な思考力」「プレゼンテーション能力」など、コースの活動を通じて身に付

けることができた様々なスキルやコンピテンシーを入試における自己 PR に取り入れたり、コ

ースでの活動をプレゼン課題に盛り込んだりするなど、地域創造の授業内容が入試において有

利に働いたと考えられる回答が多数見られました。その傍証として、今年度「総合型選抜」「学

校推薦型選抜（公募制）」の形式で第 1 志望の進路先に出願した生徒 23 名のうち、19 名が合格

を勝ち取ることができました。 

また、活動に対する生徒の満足度も概して高く、「他の学校やコースでは経験できないような

様々な学びや出会いを通じて、自分を成長させることができ、それが進路実現にもつながった」

という趣旨の回答も複数見られました。このような反応が得られたことは、地域を軸とした学

びを通じて多様なキャリア形成を目指す本コースの設立目的にとって非常に意義深いもので

あり、今後のコースの継続と更なる授業改善に向けて大きな糧となるものと考えています。 

 

 

▲生徒アンケートの抜粋  
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科学創造コース  

＜志望学部系統と科学創造コースでの学びの影響＞  

 科学創造コース２期生の志望学部系統は下図に示す通りです。理系学部への進学を志す生徒

が 10 名で、機械、建築土木、化学、生物、農学、水産、薬と興味・関心は多岐に及びます。ま

た、人文・国際・教育・経済といった文系学部への進学を志す生徒も５名おり、コース全体と

しても多様な志望先がみられました。科学創造コースでの活動が進路選択にどの程度影響した

かに関する５段階の評価では、「とてもある」「まあある」が理系学部を志望する生徒では 90%

を占め、平均 4.5 と高くなりました。一方で、文系学部志望者では平均 3.0 と低く、５人中３

人が「あまりない」を選択したのが課題です。 

●志望学部系統  

 

●科学創造での活動が進路選択に影響したか？ 

 

＜科学創造コースの学びと推薦入試＞  

 進路実現において、15 名の生徒全員が推薦入試を利用していました。そのうち 80%にあたる

12 名がコースでの活動内容を推薦入試で「とても活かせた」「まあ活かせた」と回答していま

す。回答した理由として「受賞歴があったため自信をもって面接に挑むことができた」「主体的

に取り組んできた活動であるため、面接での核心に迫る質問にも対応できた」「科学創造の具体

的な活動があるため、志望理由書が書きやすかった」といった内容を挙げています。  

＜科学創造コースの学びとキャリア発達＞  

 「科学創造コースでの学びは、将来役に立ちそうか」という設問に対しては、15 名中 14 名

（93%）が「とても役立つ」「まあ役立つ」と回答しています。「とても役立つ」という回答をし

た生徒は、「高校での共同研究活動で身につけた協働する力やレポート作成に必要な力は、大学

での活動や卒業研究時に有利になる」「大学進学後や職業に就いてからも、プレゼンやスライド

作成の力は活かすことができるはず」と回答しています。 
 

～生徒のアンケートより～ 

・クラスのなかに科学創造コースや部活動での研究活動に努め、新しいことにチャレンジする

人が多かったため、自分も今まで知らなかった分野への勉強に挑戦する力が身についた。  

・科学創造コースに所属していたことのメリットは、とにかく自由でやりたいことを後押しし

てくれることである。最初は課題を与え、次に創造性を身につけ、最後は自分たちで研究課

題を見つけるという流れが自分にはとても合っていた。 

・グループのリーダーとして研究をやり遂げ、インドネシア教育大学での交流会では英語によ

るポスター発表という貴重な機会を得て、自分自身の成長へとつなげることができた。 

人  
数  

〔人〕  

5 
段  
階  
評  
価  
の  
平  
均  
値  
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９．成果報告 

ビジネスマッチングフェア  

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

地元の金融機関である浜松磐田信用金庫主催のビジネスマッチングフェアに参加しました。

地域創造コースの２年次から３年次にかけて行うクエストエデュケーションについて、その成

果を地域に発信し、次の新たな活動へつなげることが目的です。 

 

＜実施内容＞ 

『クエストエデュケーションにおける取組の発信と協働企業の発掘』 

「浜松学芸高校 地域創造コース」としてブースを出展し、「衣」「食」「住」３つの観点から、

コースの活動についての成果発信や興味を示してくれた企業との情報交換を行いました。  

・衣「注染染めを用いた商品開発」「注染浴衣を活用したイベントの実施」他 

・食「摘果ミカンを用いたジャムの製造販売とオリジナル商品の開発」他 

・住「オリジナル積み木を用いた子供向けイベントの実施」他 

 

＜振り返り＞ 

「展示パネルや小物などのレイアウトと準備」「当日の来訪者対応」など、メインタスクのほ

ぼすべてを生徒が行うことで、自分たちの活動を分かりやすく言語化して説明する力、相手の

話を聞いて求められている情報や対応を察知する力など、これまで育ててきたスキルを総動員

して対応する場となりました。また、認知度が向上してきたためかブースへの来場者が多く、

取り組み成果の発信以外にも、生徒らが自分たちの活動を地域の皆様に認めてもらうことで、

自己肯定感や自己効力感を高める場となったことも収穫だったと感じています。  

 

 

 

▲当日の様子  

 

▲当日の様子  
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高校生探究・情報コンテスト 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 静岡大学主催の探究・情報コンテストは、本校の科学創造コースにおける継続研究のマイル

ストーンと位置付けられています。すなわち、年間発表の中間地点として、外部から有益なア

ドバイスを得ることで、今後の研究指針の参考にするというものです。本コンテストは、研究

成果の発表を通じて論理的思考力や課題解決能力を養う機会となるだけでなく、他校の発表を

通じて異なる視点を学ぶことができる貴重な場となっています。特に、科学創造コースの生徒

にとっては、自らの研究を客観的に評価し、発表技術を向上させる機会として重要な意味があ

ります。また、本コンテストへの参加によって学外での発表経験を積むことで、将来的な学会

発表や研究活動へのステップアップにもつながると考えられます。 

 

▲公募チラシ 

＜実施内容＞ 

 2024 年 11 月 10 日に静岡大学浜松キャンパスを会場として高校生探究・情報コンテストが

開催されました。学校行事の関係上、11 月中旬は中間試験や探究部活動オープン、修学旅行

などの学校行事が重なる時期でしたが、科学創造コースから計 10 チームがポスター発表を

行いました。発表内容は生物学、睡眠、芸術、医療など幅広い分野にわたりました。以下が

発表タイトルの一覧と当日のタイムテーブルです。 

  発表タイトル一覧     タイムテーブル 

・Free-to-play ゲームの課金による勝敗への影響 

・日焼けを短縮する食べ物は本当に効果があるの

か？ 

・新睡眠入門 

・「面白い」って何だ？ 

・自宅で簡単ドライバー飛距離アップ！？ 

・自律神経を整える生活習慣 

・勉強やりましょう！ 

・難病患者とのコミュニケーション 

・センダンの実～どこに行くのか～ 

・恵みの雨～セミとの関係～ 

10:00 – 11:00 受付・ポスター設

置 

11:00 – 11:30 開会・説明 

11:30 – 12:30 セッション 1 

12:30 – 13:30 昼休憩・入れ替え 

13:30 – 14:30 セッション 2 

14:30 – 15:30 休憩・集計作業 

15:30 – 16:00 表彰・講評 

16:00     閉会 
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生徒たちは、スモールステップを設定し、「いつまでにどの作業を完了させるべきか」という

工程を明確にしながら準備を進めました。その結果、期日までにポスターを完成させ、校内で

の発表練習を実施することができました。 

本コンテストの特徴として、文系・理系を問わず多様な学校の発表内容や発表方法を学ぶこ

とができる点が挙げられます。他校の発表を通じて異なる視点を得ることで、自分たちの研究

をより深く見直す機会となりました。静岡県内の高校による発表が多かったため、身近な学校

との交流の場としても有意義でした。さらに、開催場所が近隣のキャンパスであるため、生徒

にとって参加のハードルが低く、工学部や情報学部への関心を高めるきっかけにもなりました。

同時期に開催された静岡大学の学園祭「テクノフェスタ」と併せて参加することで、進路選択

の参考にもなったと考えられます。 

 

＜成果の検証＞ 

 本コンテストを通じて、生徒たちは研究の内容だけでなく、発表技術の重要性を再認識する

機会を得ました。科学創造コースの２年生は発表技術において未熟な点があり、今後さらなる

向上が求められます。かつては校内でのみ発表・交流を行っていましたが、高校生探究・情報

コンテストに参加することで、より客観的な評価を得ることができました。本コンテストをは

じめとする外部発表の機会を高校２年生の中間発表の場として継続して活用していくことが

望ましいです。 

 本年度のコンテストでは、２つの研究がそれぞれ奨励賞および挑戦的課題チャレンジ賞を受

賞しました。これらの成果は、生徒たちの努力の結果であり、探究活動の成果を外部に認めて

もらうことの重要性を実感する契機となりました。来年度以降もこのコンテストへの参加を継

続し、発表技術の向上と研究の深化を図っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲事前練習の様子  ▲当日掲示されたポスター ▲発表の様子  
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第４章 外部との連携の検証 

１．青森中央高校との協働事例 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 本研究での目的の一つに、自校で実施するプロジェクトを他校でも実施できるようにするた

めのプラットフォーム整備があります。これまでの研究でポスタープロジェクトについて、多

くの高校との協働からほぼ実践パッケージ化が完了しました。本年度は、食のプロジェクトや

動画制作のプロジェクトについて、実際に実施する際の問題点や必要時間の検証が課題でした。

こうした検証のために、既にポスタープロジェクトや学校紹介プロジェクトで協働した実績の

ある青森中央高校の協力を頂き、動画制作のプロジェクト検証を行いました。  

 

＜実施内容＞ 

 これまでポスター制作や学校紹介動画を制作した青森中央高校と、２日間の期間で地域の魅

力を発信するためのフィールドワークと動画制作に取り組みました。広範囲を短い時間の中で

フィールドワークすることができないため、事前にオンライン会議を重ねて青森中央高校の生

徒が行ったフィールドワークの結果を共有しました。学校周辺を走る「青い森鉄道」の沿線に

焦点をあて、多くの生徒が利用するこの鉄道を舞台に何気ない日常を表現することを計画しま

した。当日は沿線の駅を丁寧にフィールドワークし、撮影活動に取り組みました。慣れない撮

影に苦労しながらも、動画とそれを PR するポスターの制作を終えることができました。 

 

＜成果と検証＞ 

 これまでのポスター制作と比べて、動画制作はその実施には高いハードルが存在します。そ

の理由は、動きが入るため撮影回数が多くなることや水平など撮影のためのセッティングが重

要であることなどがあります。他にも、編集には高い性能の PC が必要な点もハードルとなって

います。SNS で動画を発信することが主流となっている中で、この取り組みは青森中央高校の

公式 SNS 解説にも繋がりました。制作した動画は青い森鉄道にも認められ、公認をいただくこ

とができました。協働が１回だけの試行に終わらず、継続的な関係を構築できたからこそ難易

度の高い取り組みに挑戦することができたと感じました。一方で、編集作業においてはソフト

やハードの両面での整備が必要なことや音源の問題など、今後の課題として検証していく必要

があると感じました。 

  

▲青い森鉄道沿線での動画撮影活動の様子  ▲動画の PR 用に撮影したポスターカット 



93 

 

２．開建高校との協働事例 

 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

地域創造コース３年生で行う「コース紹介動画」プロジェクトは、生徒自らが自分たちの活

動の魅力を地域の発信するプロジェクトです。この活動は、クラス全員が参加して動画を制作

するチームビルドとしての観点と、生徒の主体的な活動を地域の中学生に PR する広報として

の観点を含んでいます。これまで学校紹介動画制作のプロジェクトを青森中央高校と実践検証

してきました。当時は参加人数も少なく、限定的な活動でした。そこで、本年度は京都市立開

建高校と協働実施することで、実践の課題や効果を検証しました。 

 

＜実施内容＞ 

９月 14～16 日の３日間で、本校と開建高校の生徒が協働して動画を制作するアイディアソ

ン形式のプロジェクトとして実施しました。両校合わせて 50 名ほどの生徒が参加し、学校の

魅力を発信する動画制作に取り組みました。事前にオンライン会議を重ねて内容を検討しま

したが、実際には計画通りに進まないことが多々発生しました。その都度、上級生や本校生

徒が協力し、計画を修正しながら作り上げることができました。 

 

＜成果と検証＞ 

学校紹介動画の制作は、生徒達自らが学校の魅力を発信するため、生徒募集の観点からも

高い効果が期待できます。実際にオープンスクールで上映した際には、大きな反響があった

そうです。参加した生徒達の中には当初は主体的に参加できない生徒もいましたが、撮影最

後には一体となって活動の熱量が上がっていくのを感じていました。今回取り入れた「長回

し」の手法は、生徒達のチーム力を向上させるためにも重要な要素であったと分析していま

す。探究的な学びの成果を校内で完結させるのではなく、外部に発信していくという変化が

必要です。こうしたデジタルメディアを活用した活動は、外部への発信との相性は良いと感

じました。 

一方で、撮影機材や技術などプロジェクトの実行にはある程度の修練が必要で、実行する教

員も事前に試行してみることが必要です。教育の DX 化が進む中で、教育現場にもこうしたデ

ジタル機材の充実が進み学びの成果を発信する活動が活発化するのではないかと考えていま

す。その際に、学校の魅力を生徒自ら発信するこのプロジェクトは生徒と学校の双方にとっ

て高い効果があると感じました。 

  

▲撮影した動画をのぞき込み確認する様子  ▲壁面のボードを使ってアイディアを共有 
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３．高知県安田町との協働事例 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 本校では修学旅行改革に取り組んでおり、自分達の地域で取り組んできた地域の魅力を発信

するポスターや動画制作の手法を他地域で実行してきました。訪問先にとっては外部の視点を

取り入れた地域の魅力を再発見する機会となり、学校と訪問先の双方にメリットがある活動に

なっていました。昨年度、種子島で実行したポスター・動画制作プロジェクトが新聞やテレビ

などで大きく報道され、多くの方々に注目して頂きました。本年度、この取り組みに注目して

いただいた高知県安田町から協働の打診を頂きました。夏休み期間を利用して、発展的な活動

に取り組む部活動の社会科学部地域調査班の生徒達４名とともに現地で活動しました。今回の

協働は、行政と協働した現地調査から撮影活動までの PPP（官民連携プロジェクト）として実

施しました。 

 

＜実施内容＞ 

 高知県安田町様からの打診を頂いた時は、生徒の中でどのような場所か全く想像がついてい

ませんでした。役場の方とオンライン会議を重ねる中で、地域に高校がないことや人口規模の

小さな町であることが分かり、人口減少が大きな問題となっていることが分かりました。周辺

市町村と連携して観光政策を進めるなど、観光によって関係人口を増加させようと取り組む中

で、町の魅力を発信したいという想いを共有していただきました。担当者の方から伺った海や

山、川という「自然豊か」という魅力は、実は同じような場所は日本の様々な地域に数多く存

在することに気がつきました。そこで安田町に暮す方々はもちろん、かつて安田町に暮らして

いた方にも町で暮らしていた時間を思い出してもらおうと、地域で暮らしていた方々の青春の

時間を生徒達が表現することに決めました。仲間達と過ごした時間を自然豊かな景観を合わせ

ることで、より地域の魅力に共感できるのではないかと考えました。 

 実際の活動では訪れたことのない場所で撮影活動を行う難しさに悪戦苦闘しました。Google 

Map のストリートビューなどを利用して事前にリサーチは行いましたが、実際に訪れるとイメ

ージ通りに撮影ができず、現地で何度も調査や調整を行いました。役場の方の力も借りながら、

６枚のポスターと１本の動画を完成させることができました。完成したポスターは役場やごめ

ん・なはり線の駅などに掲示していただき、地域の方からも反響を頂いているそうです。  

 

＜成果と検証＞ 

 制作したポスターは、現在、町役場や沿線の駅でも掲示され、今後高知駅前の観光施設でも

掲示されることが決まりました。また制作した動画は YouTube にて公開していますが、この動

画も町役場や観光施設で上映していただけることが決まりました。自分たちの活動が認められ、

参加した生徒達は大きな自信になるとともに、さらに他地域の魅力発信に挑戦したいという意

欲の向上がみられました。 

 修学旅行で実施していた地域の PR ポスター制作は、もともとは自分たちの地域の魅力発信

活動が他地域でも実行することができるか、その手法を検証する目的から始まりました。活動

成果を発信していたことで、同じように課題を抱える地域から協働の打診がはいり、本校での

活動の効果が他地域でも認められていることを実感しました。これは、本校で実施しているプ

ロジェクトが自校でした実施できない特性に特化したものではなく、どのような地域や学校で
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も導入できる汎用性が高い取り組みであることを証明しています。今回は現地の学校との連携

はできませんでしたが、今後は現地の学校を巻き込みながら地域の魅力を発信する探究的な学

びのプロジェクトとして実践を取り入れて頂ければと願っています。 

 

 

▲安田町での撮影活動の様子  ▲役場や新聞社の方と意見交換を行う 

  

▲制作したポスター① ▲制作したポスター② 

 

 

▲町役場の中に大きく掲示していただく ▲安田町の広報誌にも活動が掲載  
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第５章 課外活動との連携の検証 

１．防災と観光を組み合わせたビジネスプランの構築 

政策金融公庫ビジネスプラン・グランプリの事例 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 社会科学部地域調査班は、地域での探究的な学びをさらに深める活動に取り組む部活動です。

所属する生徒は、自分たちの取り組みを様々な大会やコンテストで発信しています。外部から

の評価をいただく事で自分たちの活動を見直し、さらに活動を発展させています。今回参加し

た３名は、１年次にはそれぞれ防災と観光に分かれてプランを構築していました。お互いの活

動を見ているなかで、特性の異なる３人が集まったら楽しいことができるのではないかと考え

たようです。それぞれが持っていた関心の分野を組み合わせて、アイディアの構築に取り組み

ました。 

 

＜実施内容＞ 

 防災と観光に分かれて取り組んでいた生徒ですが、その２つの分野がどう結びつけるのかの

アイディアがなかなか見つからない状態が続きました。ダークツーリズムやウェルネス向上な

ど様々な可能性を考えましたが、観光の本質を考えることで最終的なアイディアにたどり着き

ました。災害や防災というと、どうしてもネガティブなイメージがあります。これを観光とい

う楽しい要素を加えることで、ポジティブな活動に変換できると考えました。防災と観光を組

み合わせることで、新たな地域資源を創出することを計画しました。 

 プランの中では、普段はできないような避難所を設営することや防災食アレンジ、VR を利用

した避難体験など、地域の企業や大学の専門性を反映して構築することができました。実際に

自分たちで試してみることで、その実現の可能性や費用面などを検証することができました。 

 また実際のプレゼンテーション発表に向けて、災害というネガティブな要素をポジティブに

感じてもらえるように POP な表現を用いた資料や子供番組風の明るい印象で表現しました。防

災訓練を義務として実行するのではなく、楽しさを加えることで何度も経験してみたくなる仕

掛け作りを目指しました。政策金融公庫主催の高校生ビジネスプラン・グランプリでは、5151

プランの中の最終 10 選に選出いただき、東京大学で行われる最終審査に挑みました。結果は残

念ながら２位となる準グランプリでしたら、当日の発表では多くの反響をいただき、企業や他

校からたくさんの声をかけて頂きました。 

 

＜成果と検証＞ 

 高校生が参加できる大会やコンテストは年々増えており、多くの発表の場があります。その

中でも最難関とされる政策金融公庫主催のコンテストは、企画資料の作成やプレゼン力など総

合的な力が求められます。実際に運営することを想定した収支計画や、５年後のビジネスモデ

ルを意識した提案など、アントレプレナーシップを意識したつくりになっています。学校の授

業では学ばないような内容を、企業の方や大学の先生・学生との意見交換を経て、何度も何度

も修正しました。最初に制作したエントリーシートと比べると最終的に発表した資料は大きく

変わっています。長期的にコンテストに関わることで、一度作成した資料も何度も何度も見直

し修正するクリティカルな物事の見方ができるようになりました。異なる特性の仲間が互いに

認め学び合う場を形成することができ、目指す探究的な学びを実現することができました。  
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▲発表資料  POP なイメージで制作  ▲文字サイズや色など全体のバランスを重視  

  

▲資料の作成も経験をつみ上達していく ▲「備える」から「備エール」へ繋がる構成  

  

▲実際に自分たちでプランを実行検証  ▲コンテストでの発表の様子  

  

▲準グランプリ受賞の様子  ▲静岡県副知事への表敬訪問  
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２．動画やポスター制作を通じた地域の魅力発信 

高校生ＣＭコンテストの事例 

＜カリキュラム上の位置づけと目的＞ 

 ポスタープロジェクトは、様々な地域の学校と協働して実践することができるようになりま

した。本校でも、そのノウハウを後輩達に継承しようと異なる学年の生徒たちが集まり制作活

動に取り組んでいます。活動を持続させるために、外部コンテストを活用した取り組みとなっ

ています。 

 

＜実施内容＞ 

 休日を使い、地域にどのような魅力があるか丹念にフィールドワークを重ねました。本年度

は浜名湖と浴衣を制作のテーマに据え、イメージに合う撮影地を探して歩きました。当初、生

徒たちが予定していた場所ではなく、偶然見つけた場所で撮影した作品をコンテストに提出す

ることになりました。普段、見えていると思っていても見過ごしてしまっている場所や風景が

あり、そこに新たな魅力を感じて急遽撮影しました。何気ない日常に価値を見いだして、丁寧

に作品を創り出すことで、多くの方々に共感してもらえたと感じています。  

 

＜成果と検証＞ 

この取り組みは、地域の魅力を発見するフィールドワークと、撮影やコピーライト作成技術

の習得を目的に実施しています。単に撮影するのではなく、どんな魅力を発信するためにどこ

でどのように撮影するのか、考えながら活動しています。こうした撮影や制作のノウハウが先

輩から後輩に受け継がれていくことは、活動の持続に繋がっていると感じました。地域の広告

代理店として自分たちの活動を位置づけ、探究的な学びを始めた当初から現在まで継続してお

り、ART の力を地域に還元し続けているといえます。 

制作したポスターと動画は、第 19 回高校生ＣＭコンテストにおいて両作品とも特別賞をい

ただくことができました。コンテストを利用し、制作した作品へのフィードバックを頂くこと

ができ、今後の改善にいかすことができています。外部評価を活用することによって、自分た

ちの活動を客観的に見つめることができるようになりました。 

 

  

▲写真の選定やコピーライト作成も行う ▲制作した浴衣の魅力発信ポスター 
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第６章 報道掲載 

＜新聞掲載＞ 

 

▲中日新聞（2024 年 6 月 18 日） 

 

 

▲静岡新聞（2024 年 9 月 30 日） 
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▲中日新聞（2024 年 9 月 30 日） 

 

 

▲静岡新聞（2024 年 10 月 21 日） 
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▲静岡新聞（2024 年 11 月 13 日） 

 

 

▲中日新聞（2024 年 11 月 13 日） 
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▲中日新聞（2024 年 11 月 29 日） 

 

 

▲讀賣新聞（2024 年 11 月 30 日） 
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▲静岡新聞（2024 年 12 月 17 日） 

 

 

▲中日新聞（2025 年 1 月 8 日） 
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▲静岡新聞（2025 年 1 月 9 日） 

 

 
▲静岡新聞（2025 年 1 月 13 日） 



105 

 

 

▲中日新聞（2025 年 1 月 13 日） 

 

 

▲讀賣新聞（2025 年 1 月 15 日） 
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▲日本經濟新聞（2025 年 1 月 16 日） 

 

 

▲毎日新聞（2025 年 1 月 16 日） 
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▲読売中高生新聞（2025 年 1 月 31 日） 

 

 

▲静岡新聞（2025 年 2 月 27 日） 
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▲静岡新聞（2025 年 2 月 28 日） 

 

 

 

 


